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で情報をやり取りできるアクティビティ（Listen and Tell アクティビティ）を考案した。こ
のアクティビティに取り組んだ学生にアンケート調査を行い、その結果を、ペアで英語で
















人としても、一人が 10 分間会話するのにクラス全体は 90 分待たなければならない計算に
なってしまう。次に考えられる教室内で実現可能な訓練は、学生同士で、トピックについ
て会話を行う訓練である。このアクティビティは、英語のクラスにおいて長年のあいだ、
広く取り入れられてきている。このアクティビティのいくつかの欠点を改善した Listen and 
Tell アクティビティを行い、その後の学生に対するアンケート調査によって、その効果を調








さらに、Schunk & Zimmerman は、自己調整学習は、生徒の学力差を説明するメカニズム
として、また、学力を向上する方法として理解されていると主張している（Schunk & 
Zimmerman, 2008 塚野 編訳 2009）。 
 新井（1995）は、「当該の行動以外に何ら明白な外的報酬がないとき、その行動は内発的
に動機づけられている」と定義する（新井, 1995, p.40）。そしてこの内発的動機づけが、自
己調整学習を生みだす要因の一つであると考えられている。Belfiore & Hornyak は、自律的
調整学習の源泉の一つは、内発的動機づけであり、教室場面で内発的動機づけを促進する
方法は、学習が面白く、楽しみながらできるものであることであるとしている（Schunk & 
Zimmerman eds, 2008 塚野 編訳 2009）。J. M. Keller も、内発的動機づけを構成する要素の
一つに、あるタスクや教材についての個人的な興味、関心があると説明している（Keller, 2009 
鈴木克明 監訳 2010）。 






















生が同じテーマで 1 分間話した。その後に行ったアンケートの結果を表 1 に示す。 
 
表１ 自由会話アクティビティでどれくらい話せたか   (n=59)                    
                                          
                              人数  パーセンテージ        
十分に話すことができた                5     8.5%                       
まあまあ話すことができた               25     42.4%  
あまり話せなかった                   27     45.8%               
ほとんど話せなかった                        2      3.4%             

























設問 2 では、自由会話アクティビティを行った感想を聞いた（グラフ 1）。「楽しかった」
と答えた学生は 54％であった。次に「緊張した」46％、「つらかった」22％、「自信をなく
した」20％、「退屈した」10％と続く。「達成感があった」と「自信がついた」と答えたの










































かった。面白く、楽しみながら行う学習が内的動機づけにつながる（Schunk & Zimmerman eds, 
2008 塚野 編訳 2009）ことから、このアクティビティは、英語をあまり話せない学生にと
っては内的動機づけにつながりにくい可能性がある。 
「つらかった」に関しては、A 群の 7％、B 群の 38％が選んだ。英語のあまり話せない学
生につらいと感じる人が多いことがわかる。 
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「緊張した」に関しては、A 群の 47％、B 群の 45％が選んでおり、話せた学生と話せな
かった学生で、ほとんど差がないことがわかった。 
「達成感があった」については、A 群で 10％、B 群で 3％となっており、どちらのグル－
プも低い割合だったが、B 群では極めて低かった。 
「自信がついた」では、A 群では 3％、B 群では 0％であった。「自信を無くした」では、
A 群では 0％だったが、B 群では 41％であり、このアクティビティを行うことで、自信をつ
ける学生はほとんどおらず、逆に自信を無くす学生の方が多いことがわかった。 
ただし、自信を無くしたと答えた学生は、全員が B 群であり、A 群にはいなかったことか
ら、会話ができた学生は自信を無くすことはないが、会話ができなかった学生の 4 割が自
信を無くしたことになる。 










表 2 自由会話アクティビティで話せなかった理由（対象は B 群のみ）  (n=29)      
                                          
    理由（複数回答）                     人数 パーセンテージ        
何を話せばいいかわからなかった。                15   51.7%                      
話したいことはあったが、それを表現する英語がわからなかった。   23    79.3% 
言いたいことが表現できたが、相手に伝わらなかった。            1       3.4%                 
その他                                                          3      10.3%  








４．Listen and Tell アクティビティ 
これらの問題点を改善するために、Listen and Tell アクティビティを考案した。これは、
ペアで行うスピーキングアクティビティである。手順は以下のとおりである。ペアの片方
の学生を teller、もう一方を writer とする。 
1．teller は、英語のストーリーを聞いて理解する。 
2．teller は、聞いたストーリーを writer に英語で伝え、writer は日本語で書きとる。 
3．teller は writer が日本語で書いたストーリーを読み、自分の話が伝わったかどうかを確認
する。 
4．teller と writer は、英語のストーリーと日本語での解説を聞き、内容を確認する。 
一通り終わったら、役割を交換して同じことを行う。 
実際のアクティビティ実施の様子を詳しく述べてみたい。 













2．writer を教室に呼び戻し、teller は writer に、教師から聞いたストーリーを英語で伝える。
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して writer に伝えようと、ジェスチャーなども交えながら英語を話そうとする姿が見られた。
また writer も teller の英語を理解できないと、それを日本語にして書きとることができない





しまうということがある。例えば、「old woman は prince に advice を…」のような文になる。
このような学生は少なくなく、文法指導（特に文型と語順）の不足を実感させられる場面
である。 
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る。 
 
表 3 Listen and Tell アクティビティは英語学習に役立ったと思うか  (n=58) 
                                          
                                          人数    パーセンテージ                                        
役立ったと思う               57     98.3%                                        
役立ったと思わない                         1           1.7%           































グラフ３ 自由会話とListen and Tell Activity 
の感想の比較
自由会話 Listen and Tell Activity
 
 
78％の学生が、Listen and Tell アクティビティが「楽しかった」と答えた。自由会話アク
ティビティで「楽しかった」と答えた学生（54％）と比べて 24 ポイント高くなっている。





Listen and Tell アクティビティは、会話のアクティビティにおいて話せない学生の持つ、「話












Listen and Tell アクティビティのさらに優れた点は、様々なレベルの学生に合わせて行え
ることである。習熟度の低いグループには、次のような配慮をすることが可能である。 
1．ストーリーを、短く、難易度の低いものにする。 
2．教師が teller にストーリーを聞かせる際に、話すスピードを遅くする。 


















 Listen and Tell アクティビティは、面白く、楽しみながらできるアクティビティであるこ
と、また様々なレベルの学生に合わせて行うことができることから、学生の内的動機づけ
を高めるのに大いに役立つアクティビティであることがわかった。今後、様々な素材や提
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Abstract 
The Effects of An English Pair Activity  
Which Fosters the Learners’ Intrinsic Motivation 
Machiko Endo 
Intrinsic motivation is one of the important factors for learners to keep learning. One 
way to enhance intrinsic motivation is to have the learners enjoy learning. As an English 
teacher, I often observe my students end up being silent during a speaking activity. 
Using a questionnaire survey, I found out that the reason of the students’ silence in a 
speaking activity was that they didn’t have a lot to tell their partner, and that if they do 
have something to talk about, they didn’t know how to express it in English. To solve 
these problems and make our students keep talking, I developed a communication 
activity, Listen and Tell Activity. In this activity, half of the class (Tellers) first listen to 
a story orally presented in English by a teacher and then tell the story to his/her partner 
(Writers) in English. The writer translates the story told by the teller into Japanese and 
writes it down. Then the whole class together listen to the original story to check if their 
own stories are the same as (or close to) the original. After doing this activity, 98.3 
percent of the subjects answered that this activity was effective in improving their 
English. Also, 78 percent answered that they enjoyed this activity. This illustrates that 
Listen and Tell Activity helps learners foster their intrinsic motivation and consequently 
improves their communication skills in English.  
